
可児市教育委員会 令和６年度パンフレットより 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中部中教育相談スタッフ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

担当までお気軽にお電話ください 

            中部中学校 ０５７４－６２－１１６１ 

中部中学校３つの校内教育支援センター 

 
たんぽぽ（北舎３階） 
家からなかなか出ることができない生徒や、スマイリングル

ームに登校できたので、学校にも登校してみようという生徒

の支援を行います。登校できそうな時間帯を予約することで、

支援員がじっくりと話を聞き、今後の方向を一緒に見つけて

いきます。 

＜開室日時＞ 

月曜日～金曜日  

午前８時４５分～午後３時４５分 

予約制となります。自分が登校で 

きる日、時間に来てください。 

 

担当 善本 安子 校内教育支援センター支援員 

 

ひまわり（中舎２階） 
学校に登校はできるけど、教室には入りづらい生徒、少し気

持ちを落ち着かせたい生徒の居場所です。個別学習の部屋

とパーテーションで仕切られた部屋があります。教室復帰に

向けて一緒に考えます。 

 

 

 

 

 

担当 土井内 理恵 教育相談コーディネーター 

わかば（南舎２階） 
臨時的に利用できる個室です。心を 

落ち着かせたい時、先生と話したい 

時、カウンセリング、保護者面談を行 

う時に活用しています。 

スクールカウンセラー（SC） 
担当 杉本 朋恵 （水曜日勤務） 
 
 
 
公認心理師が専門的な知識や技能を生かしてカウンセリン

グを行います。生徒はもちろん、保護者の方のカウンセリング

も受け付けています。 

スクール相談員 
 
担当 小﨑 康史 （水曜日勤務） 

 

 

小中学校での豊富な勤務経験を生かし、生徒と保護者の支

援を行います。保護者の方からの相談も受け付けています。 

スクールソーシャルワーカー（SSW） 
担当 石原 雅子 （水曜日勤務） 
 
 
 
 
社会福祉士が専門的な知識や技能を生かして、不登校・虐

待・いじめ・貧困などの問題を、保健・福祉・医療の関係機関

と連携しながら環境改善に取り組みます。保護者の方からの

相談も受け付けています。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

          中部中学校には 「ほっ」とできる 

            居場所があります 

 

 

 

あなたが大事
【不登校の未然防止】 
◆生徒理解 

・年に６回の心のアンケート実施 内容に応じて懇

談を行い一緒に対応を考えます。 

・年に２回の教育相談実施 担任と１対１で懇談を

行い直接悩みを相談することができます。 

・ＷＥＢ－ＱＵの実施 生徒の状態を多角的に把握

します。不登校になる可能性の高い生徒や学校

生活の意欲の低い生徒などを発見します。 

 

◆可児市「笑顔の“もと”プログラム」の実施 

生徒が対人スキルを身に付け、良好な人間関係を

つくりあげることを目的としてトレーニングします。 

 

◆SOS の出し方教育の実施 

困ったときに一人で悩まず相談することを SCから

全校に伝えます。 

 

◆居心地のよい学校、集団づくり 

生徒会活動を基盤として、生徒一人ひとりのよさを

認めながらあたたかいかかわりを生み出しています。 

【不登校の初期対応】 
◆不登校や登校渋りの予兆を見逃さない「学校」と

「家庭」との連携 

＜欠席が増えてきたら＞ 

・学校と家庭が連絡をとり、本人の状況を把握しま

す。 

・家庭訪問や懇談を行い、本人や保護者の意向を

聞き、今後の動きを確認します。 

・学年会や校内のケース会議を行い情報共有しま

す。 

 

◆スクールカウンセラー（SC）やスクールソーシャルワ

ーカー（SSW）、スクール相談員の専門的知見から

助言 
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力を合わせて 【協働する】 

よさや課題を自覚し、粘り強く、なりたい自

分や目標に向き合うことを大切にしていま

す。「できた」「わかった」を実感できる授業

を教師と生徒で創り上げています。 

やり抜く 【努力を続ける】 

仲間の刺激を受けながら、なりたい自分に

向かってひたむきな努力を続ける姿を生み

出します。キャリアパスポートを用いたり、学

活を行ったりして、定期的に現在の自分の姿

を振り返っています。 

 

考え 【自ら考え抜く】 

生徒の学習意欲を引き出、自ら課題や問

題に向かっていく授業を目指しています。そ

の中で、最終的に「自分で考えて行動する」

姿を生み出します。 

 

 

中部中学校校内教育支援センター 
 

 


